
「伊達市の除染」について	
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事故から３年が経った・・・	

キーワードは�
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高熱が出た!　大変、何とかしなきゃ�

	  
　　　　　　40℃超の熱！　　　　　37℃に回復	  
	  

・一気に平熱にならなくても手は尽くすはず・・・	  
	  
	  

・逆に、回復したら余計な治療はいらないはず	  
	  
　　　安静にしていれば治ります・・・	  
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医者へ！	 水枕！	

解熱剤！	タミフル	 安静に	

だから3年前、除染しようと言った・・・	
完璧ではな
く早さ優先！	

今、回復したのに「除染」「除染」・・・	
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伊達市の取り組みの「基本」	 すぐやる！	
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「除染するのはいつ？」	
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「今でしょう！」� 2011年
でしょう！�
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物理的	  
半減期	

セシウム137・・・30年	

セシウム134・・・2年	

5ヶ月後（2011年8月）	 1年4ヶ月後（2012年7月）	 3年後（2014年3月）	 

事故から約60％減	
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何のための「除染」か！？	

・外部被ばく線量を下げること	  
　　健康影響リスクの低減	  
　　除染は「手段」であって「目的」ではない	  

・３年前の「除染」と今の「除染」は別もの！	  
・発災から３年３ヶ月経ったという事実	  
　　線量は50～60％減　　　　ほとんどの地域「年間１ミリ」以下！	  

・なぜ、いまだに「除染！」「除染！」なのか・・・	  
　　 寒いからほしい暖房・・・もう６月になったのだが・・・	  
　　治療も除染も、するべき時があるのでは！？	  
　　３年経ってから「緊急」を加速！？　えっ！	  
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「放射線防護」	
の観点	

今「除染の加速
化！」って、何？	
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同じ「除染」	
だけれど・・・	



３年経った今、考える	

・「	  0.23μSv/h」の呪縛・・・数字だけがひとり歩き	  
　　やったことがない？から、無謀な要求	  
　　非現実的な除染要求　　　　山のてっぺんから除染しろ	  
　　避難地域＝0.23以下まで除染しないと、戻らない	  
　　線量低い地域＝0.23以上なら、何をやってもいい！？	  
　　廃棄物なんか無視？　どこまでも・・・	  
　　「除染」は、すべてを取り除くことではない	  

・長期目標は「年間積算１ミリ」ではないのか・・・	  
　　「空間線量率0.23」と「追加被ばく１ミリ」の関係	  
　　　　　　　　積算線量を測ればいいんだ！	  
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0.23	
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それって	  
権利!?	

そうだ！	



空間線量率と	  
追加被ばく線量	
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0.23μSv/hの地域	  
0.5～0.6ミリ	

0.36～0.51μSv/hで	  
年間１ミリ	  

	  
１．空間線量率と追加被ばく線量	  
　　には平均的にはおおむね相関	  
　　関係がある	  
２．年間１ミリは、空間線量率0.23	  
　　ではない	  
３．空間線量率が0.23以上でも	  
　　年間１ミリ程度が多数	  

伊達市民52,000人のデータ	

0.6μSv/hあっても	  
年間1.2～1.3程度	  



年間追加被ばく線量の予測値と実測値の比較	
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実際の被ばく線量は、国の机上の計算より、かなり低い	
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市民全体の年間追加被ばく線量	
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66%	  

28%	  

5%	  

1%	   0%	   0%	  

1未満	

1～2	  

2～3	  

3～4	  

4～5	  

5以上	

年間積算線量(mSv)	
5ミリ超は	  
76人	

95％が	  
2ミリ未満！	

年間積算線量(mSv)	年間積算線量(mSv)	

「年間１ミリ」は“しきい値”ではない！！	

52,783人　24年7月～25年6月の1年間　ガラスバッジによる測定	
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線量は確実に	  
減っている	
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H24.7～H25.6の	  
年間積算と	  
H25.7～H25.12（半年）	  
　注＝年間に換算	  
とを比べると、確実に	  
減ってきている。	  
このままだとAエリアで
も年間１ミリは超えな
い見込み。	  
Aエリアは除染効果が
大きいと考えられる	  
	

ガラス
バッジ	

対前年比33％減	



「Ｄシャトル」での線量測定（年間）	
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半澤隆宏のデータ	  
伊達市月舘（Ｂエリア）	  

在住	
１時間単位で線量が測れる	

測定は７月から	

トルコへ	

第一原発へ	

ウイーンへ	

×24h×365日＝0.96ミリ/年	0.11	
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「Ｄシャトル」での線量測定（11月）	
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第一原発	  
を視察	

現場	  
確認検査	



「Ｄシャトル」での線量測定（2月）	
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飛行機	  
（往き）	

飛行機	  
（帰り）	

2/16～23　ウイーン（オーストリア）へ	
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「Ｄシャトル」での線量測定（2月16日）	
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飛行機で「空高く」飛ぶので、宇宙からの自然放射線を地上より多く受けます。	  
12時間の飛行中、福島在住の私は普段の10～15倍程度、被ばくが多くなります。	

ゲート
通過	

飛行機（約１１時間）	
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